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※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。]
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[image: （５）ゼスチャー
　今まで配置してきたコントロールビューには、「タップ」、「タブルタップ」、「スワイプ」といったゼスチャーに応じた処理の記述もできる様になっています。
　ここでは、コントロールにゼスチャーを組み込んでみます。新しいプロジェクト「samplegesture」を作成してください。Single Viewアプリケーションとして、オプション指定は前回同様に無しで作成します。
]
（５）ゼスチャー
　今まで配置してきたコントロールビューには、「タップ」、「タ
ブルタップ」、「スワイプ」といったゼスチャーに応じた処理の記
述もできる様になっています。
　ここでは、コントロールにゼスチャーを組み込んでみます。新し
いプロジェクト「samplegesture」を作成してください。Single 
Viewアプリケーションとして、オプション指定は前回同様に無しで
作成します。

[image: （５）ゼスチャー]
（５）ゼスチャー


[image: 　「samplegesture」プロジェクトを作成したら、ポートレート（縦長）の写真画像をAssets.xcassetsフォルダにドラッグ＆ドロップしてください。




　ここでは、「neko.jpg」(683x1024ピクセル）ファイルをドラッグ＆ドロップしています。
　次に、プログラムコードContentView.swiftにImage(“neko”)インスタンスを追加しましょう。
Image()を追加する手順は、
①Text(“Hello, World!”)をVStack { …. }に格納
②VStack { …. }内のText(“..”)の上にImage(“neko”)を追加
です。iPhoneXRの実行結果は次の様になり、ややはみ出し気味になります。
　Image()がサイズ通りに画面に描画をしたところ、画面サイズよりも大きかったので、Text()部分が見えなくなっています。
　Image()をresizable()にして、ScaledToFill()を指定してください。]
　「samplegesture」プロジェクトを作成したら、ポート
レート（縦長）の写真画像をAssets.xcassetsフォルダにド
ラッグ＆ドロップしてください。
 
 
 
 
　ここでは、「neko.jpg」(683x1024ピクセル）ファイルを
ドラッグ＆ドロップしています。
　次に、プログラムコードContentView.swiftに
Image(“neko”)インスタンスを追加しましょう。
Image()を追加する手順は、

①Text(“Hello, World!”)をVStack { …. }に格納
②VStack { …. }内のText(“..”)の上にImage(“neko”)を追加
です。iPhoneXRの実行結果は次の様になり、ややはみ出し
気味になります。
　Image()がサイズ通りに画面に描画を
したところ、画面サイズよりも大き
かったので、Text()部分が見えなくなっ
ています。
　Image()をresizable()にして、
ScaledToFill()を指定してください。
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[image:     var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
            Text("Hello, World!")
        }
    }]
    var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
            Text("Hello, World!")
        }
    }


[image: 　写真の下に文字が表示できました。
　では、まず最初にタップゼスチャーを使って、リサイズできる様にしてみましょう。
　Image()のサイズをframe()を使って縦100横100の正方形の範囲でクリップします。
　これで、画面中央部に正方形で切り抜かれた写真画像が表示できました。では、この小さくなった画像をタップしたら、画面全体に表示できる様にしてみましょう。
　まず、@Stateに画像の状態を指示するために「zoomed」という名前の変数をブーリアン型で用意します。
@State private var zoomed = false
（最初はズームしていないのでfalseとします。）
　次に、zoomedになっていなければframeに指定するサイズをwidth:100, height: 100とし、zoomedになったら、widthを300, heightを300にする様にプログラムコードを変更します。そのために、次の演算子を用います。
変数 ?  値1 : 値2
　この演算子は変数の論理値がtrue（真）の時には左側の値1を、false（偽）の時には右側の値2を返します。かなり頻繁に出てくる演算子です。変数名の右側の？マークは必ずスペースを入れなければなりません。
　zoomed変数を用意できたら、frame()のサイズ指定をzommedに応じて変更する様にプログラムコードを次の様に変更します。
　これで、フレームサイズをzoomedの値に応じて変更できる様になりました。
]
　写真の下に文字が表示できました。
　では、まず最初にタップゼスチャーを使って、リサイズで
きる様にしてみましょう。
　Image()のサイズをframe()を使って縦100横100の正方形
の範囲でクリップします。
　これで、画面中央部に正方形で切り抜かれた写真画像が表
示できました。では、この小さくなった画像をタップした
ら、画面全体に表示できる様にしてみましょう。
　まず、@Stateに画像の状態を指示するために「zoomed」
という名前の変数をブーリアン型で用意します。
@State private var zoomed = false
（最初はズームしていないのでfalseとします。）

　次に、zoomedになっていなければframeに指定するサイ
ズをwidth:100, height: 100とし、zoomedになったら、
widthを300, heightを300にする様にプログラムコードを変
更します。そのために、次の演算子を用います。
変数 ?  値1 : 値2
　この演算子は変数の論理値がtrue（真）の時には左側の値
1を、false（偽）の時には右側の値2を返します。かなり頻
繁に出てくる演算子です。変数名の右側の？マークは必ずス
ペースを入れなければなりません。
　zoomed変数を用意できたら、frame()のサイズ指定を
zommedに応じて変更する様にプログラムコードを次の様
に変更します。
　これで、フレームサイズをzoomedの値に応じて変更でき
る様になりました。


[image:   VStack {
      Image("neko")
          .resizable()
          .scaledToFill()
          .frame(width: 100, height: 100)
          .clipped()
      Text("Hello, World!")
  }]
  VStack {
      Image("neko")
          .resizable()
          .scaledToFill()
          .frame(width: 100, height: 100)
          .clipped()
      Text("Hello, World!")
  }

[image: .frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, height: self.zoomed ? 300 : 100)]
.frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, 
height: self.zoomed ? 300 : 100)


[image: 　そして、Image()インスタタンスに、「タップされたら・・・」という定義をonTapGesture { …. }を追加して定義します。onTapGestureの中に入れるのは、self.zoomed.toggle()ですね！
　プログラムコードは次の様になりました。
　注目してほしい所は、変更したい所の値を状態を示す変数で動的に変更できるところです。

]
　そして、Image()インスタタンスに、「タップされた
ら・・・」という定義をonTapGesture { …. }を追加して定
義します。onTapGestureの中に入れるのは、
self.zoomed.toggle()ですね！
　プログラムコードは次の様になりました。
　注目してほしい所は、変更したい所の値を状態を示す変数
で動的に変更できるところです。
 



[image: struct ContentView: View {
    @State private var zoomed = false
    var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
                .onTapGesture {
                    self.zoomed.toggle()
                }
            .frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
            Text("Hello, World!")
        }
    }
}]
struct ContentView: View {
    @State private var zoomed = false
    var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
                .onTapGesture {
                    self.zoomed.toggle()
                }
            .frame(width: self.zoomed ? 300 : 
100, height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
            Text("Hello, World!")
        }
    }
}
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[image: 　さて、onTapGesture { …. }によって呼び出されるself.zoomed.toggle()が、zoomed値の変更をすると、SwiftUIはzoomedの値によって決まるframeサイズを変更して画面の描画をし直すわけですが、変更前と変更後の描画（レンダリング）をアニメーション処理をしながら行わせる事ができます。これがとても簡単で、withAnimation { …. }の中に値の変更を入れるだけで可能です。
onTapGesture { …. }を次の様に変更しみてください。
　これで、写真画像のフレームのサイズが変化する様子が見られる様になりました。
　また、変化の途中でもゼスチャーによる値の変化があれば、それにしっかり追従しますので、アニメーションの途中でもタップすると、それに応じた処理をしてくれます。
　引き続き、「ダブルタップ」ゼスチャーを受け入れる様にしてみましょう。実は、onTapGestureにはcountカウントプロパティを指定する事ができる様になっています。このカウントを２にすれば、ダブルタップに対応してくれます。
　これで、「ダブルタップ」でも「トリプルタップ」でも動作する様になります。
　また、「長押し」のアクションは、
onLongPressGesture { …. }で定義すれば動きます。
　onTapGestureの代わりにonLongPressGestureを使ってプログラムコードを変更してみてください。写真画像の長押しで画像サイズが変更できる様になりました。

]
　さて、onTapGesture { …. }によって呼び出される
self.zoomed.toggle()が、zoomed値の変更をすると、
SwiftUIはzoomedの値によって決まるframeサイズを変更し
て画面の描画をし直すわけですが、変更前と変更後の描画
（レンダリング）をアニメーション処理をしながら行わせる
事ができます。これがとても簡単で、withAnimation { …. }
の中に値の変更を入れるだけで可能です。
onTapGesture { …. }を次の様に変更しみてください。
　これで、写真画像のフレームのサイズが変化する様子が見
られる様になりました。
　また、変化の途中でもゼスチャーによる値の変化があれ
ば、それにしっかり追従しますので、アニメーションの途中
でもタップすると、それに応じた処理をしてくれます。
　引き続き、「ダブルタップ」ゼスチャーを受け入れる様に
してみましょう。実は、onTapGestureにはcountカウントプ

ロパティを指定する事ができる様になっています。このカウ
ントを２にすれば、ダブルタップに対応してくれます。
　これで、「ダブルタップ」でも「トリプルタップ」でも動
作する様になります。
　また、「長押し」のアクションは、
onLongPressGesture { …. }で定義すれば動きます。
　onTapGestureの代わりにonLongPressGestureを使ってプ
ログラムコードを変更してみてください。写真画像の長押し
で画像サイズが変更できる様になりました。
 


[image:   .onTapGesture {
     withAnimation {
         self.zoomed.toggle()
     }
  }]
  .onTapGesture {
     withAnimation {
         self.zoomed.toggle()
     }
  }

[image:   .onTapGesture(count: 2) {
     withAnimation {
         self.zoomed.toggle()
     }
  }]
  .onTapGesture(count: 2) {
     withAnimation {
         self.zoomed.toggle()
     }
  }


[image: 　ゼスチャーによって、ビューのレンダリングに対応した値を変更することが分かってきました。もう一つだけ「ドラッグ」動作の処理について、説明します。
　ドラッグの処理は、「ゼスチャーは何か」をgesture() インスタンスにて指定し、それがドラッグの場合には、「ドラッグ中か、ドラッグが終わったか」の２つの場合に分けて記述します。
　プログラムを次の様に変更してみてください。
　ドラッグ中は「onChanged」で、ドラッグ終了は「onEnded」にて操作できる事が確認できます。
　通常、「ドラッグ」や「スワイプ」といった動作は、移動量を測りながら処理を行いますが、ここではドラッグの動作を受付け、ドラッグが終わったタイミングが来たらzoomedの値を変更するだけのものとなっています。また、アニメーション処理も結果が見えない処理なので、自動的にレンダリングしてはくれません。
　そこで、コントロールの位置を基準の位置から移動できるoffset()を使って、ドラッグ処理を確認できる様にしてみます。タップで画像フレームの拡大・縮小を、ドラッグで横方向（X座標）の移動をoffset()にて指定するプログラム例を示す。少し難しくなりましたが、チャレンジしてみてください。

]
　ゼスチャーによって、ビューのレンダリングに対応した値
を変更することが分かってきました。もう一つだけ「ド
ラッグ」動作の処理について、説明します。
　ドラッグの処理は、「ゼスチャーは何か」をgesture() イ
ンスタンスにて指定し、それがドラッグの場合には、「ド
ラッグ中か、ドラッグが終わったか」の２つの場合に分け
て記述します。
　プログラムを次の様に変更してみてください。
　ドラッグ中は「onChanged」で、ドラッグ終了は
「onEnded」にて操作できる事が確認できます。

　通常、「ドラッグ」や「スワイプ」といった動作は、移
動量を測りながら処理を行いますが、ここではドラッグの
動作を受付け、ドラッグが終わったタイミングが来たら
zoomedの値を変更するだけのものとなっています。また、
アニメーション処理も結果が見えない処理なので、自動的に
レンダリングしてはくれません。
　そこで、コントロールの位置を基準の位置から移動できる
offset()を使って、ドラッグ処理を確認できる様にしてみま
す。タップで画像フレームの拡大・縮小を、ドラッグで横方
向（X座標）の移動をoffset()にて指定するプログラム例を示
す。少し難しくなりましたが、チャレンジしてみてくださ
い。
 


[image:   VStack {
      Image("neko")
         .resizable()
         .scaledToFill()
         .gesture(DragGesture()
             .onChanged { value in
             }
             .onEnded { value in
                 self.zoomed.toggle()
             })
            .frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
      Text("Hello, World!")
  }]
  VStack {
      Image("neko")
         .resizable()
         .scaledToFill()
         .gesture(DragGesture()
             .onChanged { value in
             }
             .onEnded { value in
                 self.zoomed.toggle()
             })
            .frame(width: self.zoomed ? 300 
: 100, height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
      Text("Hello, World!")
  }


[image: 　実は、.clipped()や.offset()の記述の順番を変えると、違った動きになってしまう場合があります。上から下への順番にプログラムコードが評価されますので、意識して記述指定く必要があります。]
　実は、.clipped()や.offset()の記述の順番を変えると、違っ
た動きになってしまう場合があります。上から下への順番に
プログラムコードが評価されますので、意識して記述指定く
必要があります。



[image: struct ContentView: View {
    @State private var zoomed = false
    @State private var offset = CGSize.zero
    var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
                .frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
                .offset(y: self.offset.height)
                .gesture(DragGesture()
                    .onChanged {
                        value in
                        self.offset = value.translation
                    }
                .onEnded {
                    value in
                    self.offset = CGSize.zero
                })
                .onTapGesture {
                    withAnimation {
                        self.zoomed.toggle()
                    }
                }
            Text("Hello, World!")
        }
    }
}
]
struct ContentView: View {
    @State private var zoomed = false
    @State private var offset = CGSize.zero
    var body: some View {
        VStack {
            Image("neko")
                .resizable()
                .scaledToFill()
                .frame(width: self.zoomed ? 300 : 100, 
height: self.zoomed ? 300 : 100)
                .clipped()
                .offset(y: self.offset.height)
                .gesture(DragGesture()
                    .onChanged {
                        value in
                        self.offset = value.translation
                    }
                .onEnded {
                    value in
                    self.offset = CGSize.zero
                })
                .onTapGesture {
                    withAnimation {
                        self.zoomed.toggle()
                    }
                }
            Text("Hello, World!")
        }
    }
}

[image: pasted-image-3.png]

[image: 四角形]
[image: 次回予告
　コントロールビューにアクションを着けて、動作するアプリになってきました。実際にはあまりボタンや画像を画面上で動かしまくる事はあまりありませんが、分かりやすくSwiftUIをマスターするためには効果的です。レッスンの内容をヒントに様々な処理をイメージしてもらえたら幸いです。少し難しくなってきたと感じる方は、繰り返し読み直したり作り直したりして、わからない所を確認してみてください。
　次回は、新しいビューを追加して画面遷移しながら、処理を行う内容について取り扱う予定です。
]
次回予告
　コントロールビューにアクションを着けて、動作するアプリに
なってきました。実際にはあまりボタンや画像を画面上で動かしま
くる事はあまりありませんが、分かりやすくSwiftUIをマスターする
ためには効果的です。レッスンの内容をヒントに様々な処理をイ
メージしてもらえたら幸いです。少し難しくなってきたと感じる方
は、繰り返し読み直したり作り直したりして、わからない所を確認
してみてください。
　次回は、新しいビューを追加して画面遷移しながら、処理を行う
内容について取り扱う予定です。

[image: 次回予告]
次回予告
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